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ご あ い さ つ

　平素は日田信用金庫に格別のお引き立てを賜り、心より厚く御礼申し上げます。
ここに第66期（令和４年度）の決算並びに事業概況に関する「2023日田信用金庫レポート」を作成致し
ました。ご高覧いただき、当金庫へのご理解を一層深めていただければ幸いでございます。
　さて、地域の経済状況は、コロナ禍も４年目となり行動制限が解除され、国内や海外からの旅行客も
増え観光関連業種への影響は和らいでいます。加えて５月には感染法上の分類で５類となり、更なる経
済の活性化が期待されるところです。
　しかし一方では、円安やウクライナ情勢に端を発する物価の高騰により、多くの業種で仕入れコスト
等が上昇し利益が縮小しています。また、地域内では、人口減少や少子高齢化が続き、経営者の高齢化、
後継者難、事業所減少と構造的な問題が深刻化しています。
　このような中、当金庫では、一昨年度・昨年度に引き続き、令和４年度もコロナウイルス感染症対策
融資や既存貸出の元本返済猶予を行い、資金繰りの厳しい事業者や個人の支援を行って参りました。加
えて、事業者の販路拡大支援として、大手百貨店との商談会の開催や業界団体を利用した営業代行、副
業人材の紹介、日田市・経済団体と連携した電子商品券「ひたPay」等に取り組んで参りました。
　令和４年度の業績は、上記の取り組みにより、貸出金の期末残高は239億円、前期比133百万円減（減
少率0.55％、民間への貸出残は121百万円増）となりました。預金は、期末残高447億円、前期比19百万
円減（減少率0.04％）となりました。
　収益の状況は、預け金利息収入は信金中央金庫の延長特約付定期預金等への運用により増加しました
が、貸出金利息収入は利回の低下により減少、有価証券配当利息収入は償還14億円に対し再運用６億円
に止まり減少、資金運用収益は620百万円、前期比５百万円減少となりました。また、今期は債券売却
による益出しを行わなかったことにより、経常収益は721百万円、前期比40百万円減となりました。
　一方、費用の状況は、経費は14百万円減少、また不良債権処理費用は発生したものの引当を上回る一
般貸倒引当金の戻入により、経常費用は649百万円、前期比57百万円の減少となりました。
　以上から、経常利益は前期比17百万円増の72百万円、コア業務純益は前期比13百万円増の67百万円、
当期純利益は前期比12百万円増の36百万円となりました。
　令和５年度は、前述のとおり、人口減少、経営者の高齢化や後継者難による事業所の減少等は続くも
のの、コロナウイルス感染症による影響からの急回復が期待されます。しかしながら、ゼロゼロ融資の
元本返済据置先の元本返済開始が本格化する事や、物価の上昇による事業所や個人への影響も懸念され
ます。
　これまで以上にお客様との面談を増やし、公共団体や商工会議所等の地域のさまざまな関係機関と連
携し、お客様の課題解決へ向けた支援をして行く必要があります。この地に本店を置く金融機関として、
使命であります「地域の活性化・発展」へ向け、全役職員が、昨日より今日、今日より明日という気持
ちで日々改善を重ね、知識・技能・人間力をアップさせつつ、業務に取り組んで参ります。

　　令和５年７月

梶原智敏
日田信用金庫

理事長
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